巻頭言・執筆者紹介 by unknown
執筆者紹介（五十音順）
安蔵 裕子（あんぞう ゆうこ）教授 「昭和女子大学光葉博物館所蔵「弁護士の法服」について」学苑887，2014年／「二つの朱印船貿易
絵図にみる服飾描写について」菊池誠一編『朱印船貿易絵図の研究』思文閣出版，2014年／「昭和初期の新聞雑誌記事にみる『銘仙』
について」学苑863，2012年／「笹岡家が語る衣文化回顧録笹岡洋一氏照子氏聞き書き」学苑827，2009年／「唐招提寺所蔵 国
宝「方円彩糸花網」の実態解明編成組織と技法的特質」（共著），国際服飾学会学会誌 No.17，2000年／「神戸市立博物館所蔵「泰
西王侯騎馬図」の系譜について服飾描写の視点から」，国際服飾学会学会誌 No.16，1999年
黒川 智子（くろかわ ともこ）平成21年度大阪芸術大学芸術学科卒業生 平成25年度昭和女子大学人間文化学部歴史文化学科歴史文化
演習受講生 『安積得也関係文書目録』（共著）国際基督教大学アジア文化研究所，2013年
佐藤 瑞穂（さとう みずほ）平成27年度昭和女子大学人間文化学部歴史文化学科卒業生 株式会社I2C勤務
西脇 和彦（にしわき かずひこ）教授 「産業構造の高度化をめぐる社会学的考察 Ⅱ」学苑907，2016年／「産業構造の高度化をめぐる
社会学的考察」学苑895，2015年／『ブックレット 近代文化研究叢書9 高度成長期の生活文化新聞記事にみる郊外の団地ニュー
タウンの視点から』昭和女子大学近代文化研究所，2013年／『ブックレット 近代文化研究叢書4 昭和30年代の生活世界生活マ
ンガの視点から』昭和女子大学近代文化研究所，2005年／「マスサバービア考Ⅰ～Ⅵ」学苑704，715，726，748，853，887，1998
2014年／「1970年代以降の日本社会（1）～（3）」学苑829，865，881，20092014年
平野 晶子（ひらの あきこ）准教授 「帝国ホテルという意匠－芥川龍之介「歯車」について」学苑875，2013年／『改造社のメディア戦
略』（共著）双文社出版，2013年／「女性雑誌という舞台芥川龍之介「白」と「女性改造」」学苑863，2012年／「芥川龍之介『蜘蛛の
糸』教材研究についてⅠ古田足日『「くもの糸」は名作か』の投げかけたもの」学苑776，2005年／「芥川龍之介 夏目漱石宛書簡
（昭和女子大学図書館蔵）について『芋粥』『猿』の評価をめぐって」学苑760，2004年／『近代文学研究叢書 第76巻』（共著）昭和
女子大学近代文化研究所，2001年／「資料紹介芥川龍之介和哲郎「車中聯吟」について」学苑707，1999年
松田 忍（まつだ しのぶ）准教授博士（文学）「史料紹介 安積得也「第二號栃木縣陣中口授日記」」学苑899，2015年／『ブックレッ
ト 近代文化研究叢書11 雑誌『生活』の六〇年:佐藤新興生活館から日本生活協会へ』昭和女子大学近代文化研究所，2015年／「史料
紹介 安積得也「第一號栃木縣陣中口授日記」」学苑875，2013年／『系統農会と近代日本:一九〇〇～一九四三年』勁草書房，2012年
／『新生活運動と日本の戦後:敗戦から1970年代』（共著）日本経済評論社，2012年／「「生活」の時代，その源流（小特集 大正一〇〇
年（上））」日本歴史769，2012年
巻 頭 言
今年も小暑から暑い日が続き，梅雨明け後は連日，「猛烈な暑さ」や日本近海での台風発生など異
常気象が観測された。そんな中，日本とは地球上の反対側，リオデジャネイロでオリンピックが開催
され，日本選手団の活躍で日本中が沸いた。皆様はどのような思いでテレビ観戦されたのであろうか。
私は劣勢でもあきらめない気持ちが恰も連鎖したかのような逆転劇の数々と，選手が口にした言葉
「チームワーク」が印象に残った。ブラジルはオリンピック開催前，関連工事の遅れや賃金の不払い
などの関係で開催が危ぶまれ，それまで以上の治安悪化など多くの懸念材料があった。開催中も，強
盗や窃盗が続いていたようだ。しかし，このような国家的事業であるオリンピック開催費用の大幅削
減や施設に使用された資材の再利用が，近い将来の「大国ブラジル」に向かって生かされ，治安や経
済の回復にがるきっかけになってほしいものである。
今回のオリンピック開会式（日本時間で8月6日8時開会）における演出は，世界に地球環境の悪化
を訴えかける内容として共感を覚えた。始めにブラジルの歴史と文化が紹介されたが，広島に原爆投
下された時刻に合わせて日系移民の舞踊が苦難と希望の歴史を表現する場面もあった。また，地球規
模で問題となっているエネルギー問題，炭酸ガス増加による温暖化，そして失われゆく地球上の緑な
ど，人類に向かって様々の課題への関心を再確認させるよう，巧みに表現されていた。アマゾンの熱
帯雨林は，地球上の人類の活動で排出が増加している炭酸ガスを吸収し，酸素の供給源として地球規
模の重要性を持っている。我々は自身の生存を植物に依存して生きている。都会砂漠で人類が呼吸で
きるのも広大な熱帯雨林などがあるからだ。その熱帯雨林も年々減少し，地球上の緑は失われている。
人間にとって米や麦は植物由来の重要な食糧であり，牛や豚，ニワトリなども植物を飼料として飼育
されている。その米や麦，野菜や牧草の生い茂る様は青々していて一見豊かのようだが，そこから発
生する酸素は	かなものであり，地球上の全ての生物が究極的には広大な森林植物に依存しているこ
とを忘れてはならない。こんなことに警鐘を鳴らしているかのような開会式であった。
近代文化研究所紀要は平成17年以来，1年に1冊のペースで刊行され，本号で12冊目となる。当
研究所は生活文化研究部門と近代文芸研究部門の二部門から構成され，所員の担う領域は多様性に富
むが，共通項「近代の研究」にどれだけの力が結集できるかが課題である。現在の所員間ではそれぞ
れ専門とする「衣」「食」「住」「文芸」「政」の相互乗り入れが盛んであり，所員勉強会では他分野か
らの刺激を受け入れながら各自の研究を深める活動が続いている。埋もれた資料の発掘も視野に入れ，
今後さらに魅力ある研究成果に発展するよう期待している。 （近代文化研究所長 松本 孝）
